
品番：ASM-AP100117 ショートタイプ：ASM-AP100154

ASM フロントタワーバーGT

適用車種：HONDA S2000

AP1 / AP2

VGS車不可

取扱説明書

P1

この度は、ASM製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
当社製品を取り付ける前に、本書、製品の取扱説明、および車両のサ－ビスマニュアルをよく読み、各種の注意事項、取り
付け方法などを理解してから作業に取り掛かって下さい。 製品取扱説明書は、いつでも参照できるように大切に保管し
て下さい。
製品の装着、使用、およびメンテナンスが正しく行われない場合、いかなる事故がありましても、当社は一切の責任を負い
かねますので、ご了承下さい。尚、製品の取り付けに関してご不明な点がございましたら、ASMまでお問い合わせ下さい。

品番：フロント ASM-AP100138

安全上のご注意

回避しなければ、死亡または重傷に至る可能性がある、潜在的な危険があることを
表しています。

回避しなければ、軽度または中程度の人体の傷害に至る可能性がある潜在的危険、
または物的損害の発生が予測されるような危険があることを表しています。

警告！

注意！

・本製品を取り付ける前に、必ず本取扱説明書及び車両のサービスマニュアルをよく読み、各種注意事項、取り付け
方法等を理解してから作業を行なって下さい。
・本取扱説明書は、いつでも参照できるように大切に保管して下さい。
・感電等による事故を防止するため、作業を始める前にバッテリーのマイナス端子を外し、マイナス端子を絶縁テープ
等で養生してまわりに触れないようにして下さい。
・作業は２人以上で行なって下さい。
・作業は車両のエンジンを停止し、車両を十分冷却してから行なって下さい。
・作業は整備工場などのリフト設備の整った場所で、パーキングブレーキをしっかりとかけてイグニッションキーを抜
き、車両を固定した状態で行なって下さい。
・作業する際は、適切な用具・工具を使用して行なって下さい。

・作業は安全な場所で、適切な工具を使用して行なって下さい。
・本製品の取り付け及び使用は、正常な状態の車両においてのみ行なって下さい。車両に異常のある場合や、正常に
使用されていない場合には取り付けしないで下さい。
・本製品の取り付け及びメンテナンスは、推奨する方法により、詳細な自動車整備の知識と資格を持った方が行なっ
て下さい。
・本取扱説明書に従い、ボルト等をしっかり締めて下さい。
・本製品を取り付ける前には、仮装着をし、不具合がない事を確認して下さい。
・本取扱説明書の内容が、本製品をご使用になる国及び地域の法律、規制と異なる場合は、各法律及び規制に従って
取り付け、ご使用下さい。
・車体の取り付けヵ所に異常がある場合は、本製品の取り付けが困難な場合があります。
・作業手袋を使用するなどし、安全に作業を行なって下さい。部品や工具などで怪我をする恐れがあります。

警告！

注意！



ASM フロントタワーバーGT

取扱説明書

P2

①タワーバー

②クロスバー

③ボルト×２

④ナット×２

⑤ワッシャー×４

⑥取扱説明書（本書）

パーツリスト

適用車種：HONDA S2000

AP1 / AP2

VGS車不可

使用責任

本製品は、モータースポーツ用パーツです。使用方法、場所を誤るとパーツ本体や車輌の破損、最悪の場合は身体に影響が及ぶ事

があります。本製品の性格をご理解頂き、使用者ご本人の責任において使用、管理して下さい。

公道走行時

一般公道で使用する際は、点検、整備を確実に行い、道路運送車両法等の関係の注意、法令の定める範囲内で正しくご使用下さ

い。

【重要】

【ご注意】
１．取り付ける車両の型式と当製品の適合車種が合致していることをご確認下さい。

２．当製品を正しく装着し、正常に機能させる為、取り付けは作業に適した自動車整備事業所にご依頼下さい。
また作業者の方は装着手順に従い正しく装着して下さい。

３．適合車種以外の車両への装着は絶対に行なわないこと。

４．当製品の加工、改造は絶対に行なわないこと。※切断、溶接、加熱等の行為も含む。

５．定期的にボルト・ナット類のゆるみ、ガタつき等を点検し、取り付け状態を確認して下さい。

６．当製品の装着作業はエンジン停止後、エンジンが完全に冷えてから行なうこと。エンジンが高温時の作業は火傷等の事故の
原因になり危険です。

７．当製品を装着後、車両に異常を感じた場合、走行中を問わず、直ちに運転を中止し自動車整備事業所で点検を行なって下さい。

８．万一、当製品にぐらつき、破損等の不具合が発生した場合は、製品の脱落等の危険を招きますので使用を中止して下さい。

９．本製品の加工、組み付け不良、誤使用による不具合・事故等については、弊社では一切責任を負いませんのでご了承下さい。



取り付け作業手順

Ⅰ 純正アッパーナット/ステアリングラック固定ボルトの取り外し

Ⅱ クロスバー取り付け

a.

b.

純正アッパーナットを外します。
外したアッパーナットは再使用しますので、無くさない
ようにご注意下さい。

ステアリングラック固定ボルトエンジン側を２箇所
外します。
外したステアリングラック固定ボルトは再使用しますの
で無くさないようにご注意下さい。

注意！ 取り外したワッシャーは再使用しません。

c.

d.

クロスバーを取り付けます。
この際、クロスバーの前後方向の向きにご注意下さい。

注意！
ボルトを入れすぎるとクロスバーの調整が効かず、
後の作業でタワーバーと連結しづらくなります。

上図のように角度が付いています。

前側 後側
（エンジン側）

パイプ部分に穴がある側がエンジン側になります。

クロスバーをステアリングラック部に仮固定します。
ボルトは外したボルトを使用して下さい。
ねじ山が３，４山程入っている状態にして下さい。

クロスバー仮止めイメージ

【取り付け参考写真】
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本製品のお問合せ先

〒231-0801 

神奈川県横浜市中区新山下2-4-7
TEL:045-629-0905



●タワーバー・クロスバー連結部

４３N・ｍ(４.４ｋｇｆ・ｍ)

Ⅲ タワーバー取り付け

Ⅳ タワーバーとクロスバーの連結

e. ①のタワーバーは、ジャッキアップしてスタッドボルト
を下げた状態で取り付けます。

注意！
Koken（コーケン）ロング14mm等、薄型ソケットを
使用して下さい。

f.

g.

クロスバーとタワーバーを付属の③、④、⑤のボルト、
ナット、ワッシャーを使用して仮止めして下さい。

注意！
仮締め後、タワーバー・クロスバー連結部分→ステアリング
ラック連結部分→アッパーボルト部分の順番に締めて下さ
い。

アッパーボルト部のタワーバーを、外したナットで

仮締めして下さい。

h. 最後に各部ボルトをトルクレンチで規定トルクで締めます。

●ステアリングラック部分

右側 ４4N・ｍ(4.5ｋｇｆ・ｍ)

左側 ４3N・ｍ(4.4ｋｇｆ・ｍ)

●タワーバー アッパーボルト部分

４9N・ｍ(5.0ｋｇｆ・ｍ)

i. 規定トルクにて各部締め終えたら、エアクリーナーボックスカバーを戻し、
適正に取り付けできているかチェックを行ない、作業終了です。

本製品のお問合せ先

〒231-0801 

神奈川県横浜市中区新山下2-4-7
TEL:045-629-0905

Ⅴ 取り付け部の増し締め

P4

取り付け作業手順

取り付ける車体の状態によって、規定トルクでは
クリアランスが出る場合がございますので、
必要に応じて適正に増し締めを行なって下さい。


